
全席指定

●一般 6,000円　●学生 3,000円
●Miraist Club 会員 5,400円
◇65歳以上・障がい者手帳をお持ちの方5％割引

チケット発売日
Miraist Club会員先行発売10月5日㊎　Web会員先行10月9日㊋　一般発売10月12日㊎

チケット取扱い・お問合せ

●横浜みなとみらいホールチケットセンター　045‐682‐2000
（電話予約10：00～17：00／窓口11：00～19：00　休館日・保守点検日を除く）

●チケットセンターWEB　http://minatomirai.pia.jp/
●チケットぴあ　 0570-02-9999（Pコード 130-059）　http://pia.jp/t

主催：横浜みなとみらいホール（公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

2019.2.19 19：00開演（18：30開場）

横浜みなとみらいホール 小ホール
Yokohama  M ina to  M i r a i  Ha l l ,  Sma l l  Ha l l［火］

＊未就学のお子さまのご入場はご遠慮ください。
＊チケットは如何なる場合（紛失・盗難・破損等）も再発行いたしません。
＊お買い求めいただいたチケットは公演中止の場合を除き、払い戻しはいたしません。
　公演中止の場合に、旅費等の補償はできません。チケットの券面額以外は一切ご返金できません。
＊やむを得ない事情によりプログラムや出演者が変更になる場合がございます。予めご了承ください。

アリーナ・イブラギモヴァ（ヴァイオリン）
Alina Ibragimova

セドリック・ティベルギアン（ピアノ）
Cédric Tiberghien

プログラム 

J.ブラームス：ヴァイオリン・ソナタ
第1番 ト長調 Op.78 「雨の歌」
第2番 イ長調 Op.100
第3番 二短調 Op.108
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ブラームス
ヴァイオリン・ソナタ全曲演奏会 

アリーナ・イブラギモヴァ＆セドリック・ティベルギアン

Ⓒ Sussie Ahlburg

Brahms Complete Violin Sonatas



Brahms Complete Violin Sonatas
音 楽 的な発 見に満ち、喜びに溢れ、また五 感を刺 激してくれる

交通のご案内
◦みなとみらい駅（東急東横線直通みなとみらい線）下車、徒歩3分。
　「クイーンズスクエア横浜連絡口」改札（地下3階）より左方向。ク
イーンズスクエア横浜内の吹き抜けエスカレーター（赤）を1階まで上
がり左方向、クイーンモール左奥。
◦桜木町駅（JR京浜東北線・根岸線／横浜市営地下鉄）下車、徒歩12
分。みなとみらい方面の「動く歩道」から、ランドマークプラザ経由
（3階から1階へ）でクイーンズスクエア横浜、クイーンモール左奥。

託児サービス
生後6ヶ月から小学生までのお子様を、お預かりする託児サービスがございます。

予約制：先着10名様・お一人様2,100円（税別）。公演の3ヶ月前から5日前まで

の予約受付。

Miraist Clubのご案内
Miraist Club（みらいすとクラブ）メンバーはホール主催公演などのチケットの割引、先行発売のサービスはもちろん、魅力的な特典を毎月お楽しみいただけます。ぜひ資料をご請求ください。

横浜みなとみらいホールチケットセンター　045‐682‐2000（10：00～17：00）

お問合せ・ご予約
株式会社 明日香（あすか）　0120‐165‐115（㊊～㊎：9：00～17：00）

通話料無料で携帯電話・PHSからもご利用いただけます。
※フリーダイヤルがつながらない場合03‐6912‐2125（通話料有料）

＠yokohamammh【公益財団法人横浜市芸術文化振興財団】
〒220‐0012 横浜市西区みなとみらい2‐3‐6　TEL：045‐682‐2020　FAX：045‐682‐2023
http://www.yaf.or.jp/mmh/index.php　

　バロック音楽から委嘱新作までピリオド楽器と
モダン楽器の両方で演奏するアリーナ・イブラギモ
ヴァは、ロンドン響、フィラデルフィア管、クリーヴ
ランド管、バイエルン放送管、マリインスキー劇場
管、エイジ・オブ・エンライトメント管等と共演。これ
までにベルナルド・ハイティンク、ヴァレリー・ゲルギ
エフ、サー・ジョン・エリオット・ガーディナー、パー
ヴォ・ヤルヴィ、フィリップ・ヘレヴェッヘ等、世界的
指揮者と共演。室内楽でパートナーを組むセド
リック・ティベルギアンとは、ウィグモア・ホール、コ
ンセルトヘボウ、ムジークフェライン、カーネギー・
ホールなどの他、ザルツブルク、ヴェルビエ、ロッ

ケンハウス、そしてオールドバラなどの音楽祭に出
演。ロシア生まれ。モスクワのグネーシン音楽学校
で学び、その後イギリスに移住しメニューイン・ス
クールと王立音楽院で学ぶ。2010年のロイヤル・
フィルハーモニック協会のヤング・アーティスト賞、
ボルレッティ＝ブイトーニ・アワード、クラシカル・ブ
リット・アワードを受賞。ハイペリオン・レコードで録
音を多数行っており、楽器はゲオルク・フォン・オペ
ルから貸与されたアンセルモ・ベローシィオ（c.1775
年製）を使用。2016年、大英帝国勲章MBEを授与
される。

　セドリック・ティベルギアンは世界で最も名声の
あるホール、近年ではカーネギー・ホール、クイー
ン・エリザベス・ホール、ウィグモア・ホール、シャン
ゼリゼ劇場、ザルツブルクのモーツァルテウム等に
登場。これまでにロンドン響、ボストン響、パリ管
等と共演。またクリストフ・エッシェンバッハ、イル
ジー・ビエロフラーヴェク、クルト・マズア等、世界
的指揮者と共演。リサイタルでは、ウィーン・コン
ツェルトハウス、アムステルダム・コンセルトヘボウ
のほか、ウィグモア・ホールの名誉あるマスター・シ
リーズへの出演やシャンゼンリゼ劇場に登場。パリ
国立高等音楽院で、わずか17歳でプルミエ・プリを

受賞後、複数の国際コンクールで入賞し、中でも
特筆すべきは、1998年、ロン＝ティボー国際コン
クールでの優勝で、合わせて5つの特別賞も受賞。
セドリック・ティベルギアンは室内楽にも熱心に取
り組んでおり、特に、アリーナ・イブラギモヴァ
(vn)、アントワン・タメスティ(va)、ピーター・ウィスペ
ルウェイ(vc)とは定期的にパートナーを組んでい
る。2001年、第20回横浜市招待国際ピアノ演奏
会出演。今シーズンのハイライトでは、2018年9月
ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団の定期演奏会
にデビュー、サー・ジョージ・ベンジャミン指揮でラ
ヴェル左手のための協奏曲を演奏。

セドリック・ティベルギアン（ピアノ）

アリーナ・イブラギモヴァ（ヴァイオリン）

　美しいデュオである。ロシア生まれ（後にイギリスに移住）のアリー

ナ・イブラギモヴァとフランス生まれのセドリック・ティベルギアン。知

性的でありながら、同時に音楽の隅々にまで情熱をそそぐヴァイオリ

ニストのアリーナと、音楽的な構築力に優れ、素晴らしい音楽的反射

力を見せるピアニストのセドリック。これまでにこのデュオは東京で、

ベートーヴェンのヴァイオリン・ソナタ全曲演奏会とモーツァルトの

ヴァイオリン・ソナタ全曲演奏会を聴かせてくれた。そのいずれもが音

楽的な発見に満ち、喜びに溢れ、また五感を刺激してくれる演奏で

あった。録音ではこの他にシューベルトのヴァイオリン・ソナタでも組

んでいる。お互いの音楽的な息づかいを知り尽くしているふたりだか

らこそ作り出せる音楽的な瞬間が、ふたりの間には常にあるのだ。

　そのふたりが、今度はブラームスのヴァイオリン・ソナタ全曲演奏会

に挑む。ブラームスのヴァイオリン・ソナタは３曲。そのすべてが作曲家

の円熟期に書かれた傑作である。第１番は「雨の歌」の別名を持つ。

サブタイトルのない他の２曲も、ブラームスを代表する作品である。時

に重厚に、時に甘く、そして時には儚く、見事なバランスの中で展開

されるヴァイオリン・ソナタ。その３曲を一度に聴けるという機会は少

ないし、この素晴らしいデュオの演奏を聴くチャンスは限られてい

る。音楽を愛するすべての方に、この機会を逃してほしくない。きっと

ブラームスのヴァイオリン・ソナタの新しい魅力をそこに発見できるは

ずだ。期待が高まる。

片桐卓也（音楽ライター）
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